
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＴ化の波が様々な分野に押し寄せています。裁判の分野は、遅れていましたが、

最近になって、大きく動き出しています。 

裁判の期日をウェブ会議で行う手続がスタートして、浜松でも行われるようになり

ました。また、民事裁判書類電子提出システムというのが一部の裁判所で試行され

ていて、訴状や準備書面など裁判の書類もオンラインでやりとりされるようになり

ました。刑事の分野のＩＴ化も法制審議会に諮問がありました。令状や証拠をオン

ラインでやりとりするような制度の検討が進められていて、今後急ピッチで進んで

いくものと思われます。 

刑事弁護では、留置施設に捕まっている人に会いに行くのが大切な仕事です。弁護士会浜松支部は、県西部全

域を担当しており、浜松中央署や東署あたりに捕まっている人だとありがたいのですが、細江署とか、東の方で

すと菊川署などになると大変です。静岡県内だとせいぜい片道１時間ぐらいが最長ですが、全国でみると、北海

道とか離島などでは片道３時間以上かかるようなところもあります。冬場の北海道、釧路や北見などでは接見に

行くのも命がけになることもあるようです。 

そこでＩＴ化の流れの中で、ウェブ会議で接見ができるようにならないかの検討を始めていますが、刑事事件

では秘密をいかに確保するか、弁護人以外の人がなりすまして面会するようなことをどう防ぐか、などいろいろ

な問題があります。 

同じ法律関係の手続でも登記とか供託の分野のＩＴ化はすでにかなり進んでいます。先日多数の債権者のいる

破産事件で破産管財人を担当したのですが、配当金が少なくて受け取らない方がたくさんおられました。受け取

ってくれないときには、法務局に供託する手続をとるのですが、供託は以前はかなり面倒な手続でして、何十人

分も供託することになると一仕事でした。 

ところが、今ではオンラインで手続できる供託ネットというのができていて、書類もコピ－＆ペーストで使い

回せるので、ずいぶん簡単になりました。ＩＴ化の恩恵を実感します。もっとも債権者に相続が発生していた何

件かについてはシステム上、オンラインでの手続ができないということで、昔ながらのＯＣＲ用紙に手書きでの

申請になりました。 

書くことがたくさんあって大変ですし、漢字も忘れています。２件の供託書を書くのに３０分近くかかってし

まいました。手書きをする機会がとても減っており、もともと下手な字が輪を掛けて下手になっています。その

ＯＣＲの供託申請書に手書きした文字は、供託書にそのまま印刷されており、字が汚くてちょっと恥ずかしい思

いをしました。 

手書きする機会は減ってはきていますが、これから先も手書きの書類がなくなることはありません。これ以上

字が下手にならないよう、機会を見てちゃんと練習することを心がけていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

■会場：オークラアクトシティホテル浜松 3 階 チェルシーの間 

■司会：第一部 知久武 第二部 親睦部会 

■点鐘：髙貝 亮  

■週報：田渕邦彦 

■ロータリーソング：「夢のみずうみ」（※音楽のみ） 

■ゲスト：米山記念奨学生 陳俊達さん 

 

スマイル提出者氏名掲載 

中野敬司さん 

会員数 74 名（内出席免除会員 3 名） 

出席数 56 名 出席率 77.78％ 

 

会長挨拶 

RI 会長 シェカール・メータ/第 2620 地区ガバナー 小林聰一郎 /会長 髙貝 亮 /幹事 山下俊彦  

〒430-7733 浜松市中区板屋町 111-2 オークラアクトシティホテル浜松内 Tel:053-452-0800 

Email:info@power-hamamatsurc.jp  http://www.power-hamamatsurc.jp 

創立：2002 年 10 月 22 日  認証伝達式：2003 年 4 月 29 日 スポンサークラブ：浜松中ＲＣ 

新しい流れを、知恵を集めて 



 

 

 

 

① オールパワーの発信は私からは 7 月 3 日まで、それ以降は高部新幹事よりとな

りますのでよろしくおねがいします。幹事報告は以上です。 

皆さん 1 年間ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

■役員理事退任挨拶 
■ロータリー情報委員会 松本由紀彦委員長 

 二回の担当例会のうち一回はコロナで中止になり、一回だけ堀内さんのご紹介で

以前予定していました画廊を経営されている伊藤さんに卓話をお願いしました。 

 理事会の方も私は結構欠席気味で申し訳ないと思っております。 

何をする委員会なのか解らないまま終わってしまいましたので、また何処かで勉強

したいと思っています。一年間ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幹事報告 

議事 

第二部 

   

スマイル報告 知久 武会員  出席報告 曽布川美登里部会長    今年度最終の点鐘 高貝 亮会長 

   

開会挨拶・乾杯 伊藤 勝人会長ノミニー    高貝年度を振り返って   高貝 亮会長 ＆ DVD上映 

   



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

歓談タイム 

   

年次表彰 ①出席優秀表彰 

   

②スマイル大賞         古希・還暦のお祝い       ゴルフ同好会 会長引継ぎ 

   

新・現会長・幹事 バッジ授与 

   

 

   

 

 

 

 

 



 

 

 

■役員理事退任挨拶 
 
山下俊彦幹事 退任挨拶 

思えば小田木年度の浜松科学館でのプロジェクションマッピングの時でした。た

またま私の近くにある男性がいらっしゃいました。その方は、すでに高貝会長から

幹事の依頼を受けていらっしゃいました。T さんです。 

その時はそれだけだったんですが年が変わったお正月のある日です。幹事をお願

いしたいということでした。さすがに私もその時は固辞させていただきました。そ

うしたところすぐに小田木さんから「幹事はやるべきだ」ということでした。先輩の仰ることには服従というの

が我々世代の教えですので、引き受けることになったというのが、私が幹事を引き受けることになった顛末です。

すでに何回かの予定者会議が終わっていたかと思います。 

その後はコロナ渦の中で何とかリアル例会を開催しておりましたが８月になって、緊急事態宣言のため、例会

は中止が続きました。１０月に予定していたスナッグゴルフも中止。先が見えない状態でした。 

その後は 4 月に計画している 20 周年記念公演の詳細を詰めていくことでした。出演者の候補は担当委員会の

メンバーからも何人か出されていましたが、もしものことがあってもいいようにと、友人の音楽プロデューサー

にも候補を打診しておきました。彼がプロデュースしていた米澤美玖という女性テナーと、川口千里という女性

ドラマー、ギターも瀬川千鶴という女性メンバーでのユニットでダイバーシティミュージックというテーマが提

案されました。その後、委員会メンバーから誰でも知っているヴォーカリストが欲しいねということがあり森口

博子さんに決まりました。そして 4 月 16 日 20 周年イベントが無事終了。 

私もこれで何とかお役目が終わったと思っていたんですが、大きな落とし穴が待っていました。5 月の地区大

会です。この時もまだコロナはある程度の広がりをみせておりましたので、会長幹事の判断で大編成での参加は

見送りました。これがいけなかった。O 会員からお叱りを受けてしまいました。地区大会にお連れできなかった

こと申し訳ございませんでした。 

しかしながら、今日はこうして最終例会を迎えることができました。時の過ぎ行くままにという心境です。皆

様 1 年間ありがとうございました。 

 

高貝 亮 会長 退任挨拶 

会長退任にあたり、ひとことご挨拶申し上げます。 

この一年間を振り返ると様々なことが思い起こされます。 

まずは、２０周年の一連の事業、長谷川実行委員長を中心にメンバーの皆さんが、

それぞれの持ち場で知恵を絞り、力を発揮いただき、充実した事業となりました。

準備の中では厳しい意見をいただくこともありましたが、せっかくやるならよりよ

い事業をめざせと叱咤激励いただき、工夫を重ねることができたと思います。 

思い切って実施したパワージャズコンサートは、地区のロータリアンの皆さんか

らもよくやったね、とお褒めの言葉をいただきました。当日、会場入り口で多くのお客様をお迎えしたときには、

地域の中のロータリークラブ、地域とつながるロータリークラブでありたいという思いを強くしました。 

記念事業では、高部さんのご縁もあり、フラワーパークでの植樹を行いました。防潮堤の松の手入れ、花のリ

レープロジェクトに続き、緑と環境への取り組みがクラブの奉仕事業の一つの大きな軸になってきているように

思います。フラワーパークとのご縁はこれからも大切にしていきたいと思います。 

セラピードッグ事業では、清明寮、和光寮、すみれ寮の子供たちとともに楽しい時間を過ごすことができまし

た。最後に犬が登場したときに、子供たちの顔がぱっと明るく笑顔になったことがとてもうれしかったです。金

山土洲先生につないでいただき、堀内さんに中心になってご準備いただきました。コロナ禍でいろいろな障害が

ある中で工夫して実現することができた事業だったと思います。動物愛護、青少年育成、音楽とクラブの取り組

んできた様々な奉仕を結ぶ事業にもなったと思います。 

こうした事業の実施を通じて、パワーのメンバー１人１人の力と、その力が同じ方向に向かって集まったとき

に、一層大きな力になって事業を動かしていけることを感じました。 

次年度、加藤会長、高部幹事のもと、パワー浜松ロータリークラブがより楽しく充実したクラブになることを

確信しています。 

この１年間、メンバーの皆さんに支えられて無事に会長の役をつとめることができたことに心より感謝いたし

ます。どうもありがとうございました。 

 

中締め 加藤 ひとみ会長エレクト 

 

 

 

 


